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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
に
よ

䣬
て
は
䣍
本
号
掲
載
の
各
行
事
の
取
り
や
め
䣍
変
更

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
䣎
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

１ 

感
染
防
止
の
た
め
に
お
願
い
し
た
い
こ
と 

小
笠
原
村
の
特
性
を
加
味
し
た
村
内
で
の
行
動
指

針
䣕
小
笠
原
版
䣓
新
し
い
日
常
䣔
の
過
ご
し
方
䣖
を

目
安
に
日
々
の
生
活
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
䣎 

ま
た
䣍
日
頃
か
ら
䣍
手
洗
い
䣍
ア
ル
コ
䤀
ル
消
毒

液
の
使
用
䣍
咳
エ
チ
ケ
䣹
ト
等
の
基
本
的
な
感
染
症

対
策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎
行
動
指
針

は
䣍
村
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
䣍
役

場
に
お
い
て
も
配
布
し
て
い
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
村
で
は
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
䣍
東
京

䥹
竹
芝
䥺
か
ら
の
乗
船
客
に
対
し
䣍
事
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
試
行
を
行
䣬
て
い
ま
す
䥹
検
査
費
無
料
䥺䣎 

な
お
䣍
検
体
提
出
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
䣍
有
料

に
て
専
用
の
検
体
梱
包
資
材
を
送
付
し
䣍
ゆ
う
パ
䣹

ク
で
返
送
が
で
き
る
仕
組
み
を
試
験
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
䣎
詳
細
に
つ
い
て
は
䣍
小
笠
原
海
運
䥹
株
䥺

ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
䣎 

上
京
し
て
帰
島
す
る
際
に
は
必
ず
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
䣍

来
島
す
る
関
係
す
る
方
々
に
対
し
て
も
必
ず
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
䣍
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

２ 

相
談
・
受
診
前
に
次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
䣎 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る
と
き
に
は
䣍
学

校
や
会
社
を
休
み
外
出
を
控
え
る
䣎 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
診
ら
れ
た
ら
䣍
毎
日
・
体

温
を
計
測
し
て
記
録
し
て
お
く
䣎 

 
 ３ 

次
の
症
状
の
方
は
䣍
い
き
な
り
診
療
所
に
行
か

ず
䣍
マ
ス
ク
を
着
用
し
外
出
を
控
え
䣍
東
京
都
発
熱

相
談
セ
ン
タ
䤀
䥹
０
３―

５
３
２
０―

４
５
９
２

䣗
24
時
間
対
応
䣘䥺
／
島
し
䣯
保
健
所
小
笠
原
出
張

所
䥹
２―

２
９
５
１
䣗
平
日
䥹
日
中
䥺䣘䥺
も
し
く
は

診
療
所
䥹
父
島
䥽
２―

３
８
０
０
䣍
母
島
３―

２
１

１
５
䥺
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

○
少
な
く
と
も
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
䣍
す
ぐ
に
御
相
談
く
だ
さ
い
䣎䥹
こ
れ
ら
に
該

当
し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能
で
す
䣎䥺 

☆
息
苦
し
さ
䥹
呼
吸
困
難
䥺䣍
強
い
だ
る
さ 

䥹
倦

怠
感
䥺䣍
高
熱
等
の
強
い
症
状
の
い
ず
れ
か
が
あ
る

場
合 

☆
重
症
化
し
や
す
い
方
䥹
※
䥺
で
䣍
発
熱
や
咳
な
ど

の
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合 

䥹
※
䥺
高
齢
者
䣍
糖
尿
病
䣍
心
不
全
䣍
呼
吸
器
疾
患

䥹
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
等
䥺
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析

を
受
け
て
い
る
方
䣍
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
等
を

用
い
て
い
る
方 

☆
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な
ど
比
較
的
軽
い
風

邪
の
症
状
が
続
く
場
合 

䥹
症
状
が
４
日
以
上
続
く
場
合
は
必
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
䣎
症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
䣍
強
い

症
状
と
思
う
場
合
に
は
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
䣎
解
熱
剤
な
ど
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
も
同
様
で
す
䣎䥺 

䥹
妊
婦
の
方
へ
䥺 

妊
婦
の
方
に
つ
い
て
は
䣍
念
の
た
め
䣍
重
症
化
し

や
す
い
方
と
同
様
に
䣍
早
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
相

談
窓
口
等
に
御
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

※
島
し
䣯
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
䦅
午
後
５
時
ま
で
で
す
䣎 

 
４ 
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

 

村
で
は
䣍
希
望
さ
れ
る
す
べ
て
の
村
民
䥹
16
歳

以
上
䥺
の
皆
様
が
計
画
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
䣎
国
か
ら
初
回

供
給
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
䣍
ま
ず
医
療
従

事
者
・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
優
先
的
に
接
種

を
行
い
ま
す
䣎
続
い
て
基
礎
疾
患
を
持
つ
方
な
ど
䣍

ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
状
況
に
応
じ
て
段
階
的
に
範
囲
を

拡
大
し
て
い
く
方
針
で
す
䣎 

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
様
に
は
䣍
４
月
初
め

に
接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
・
予
診
票
を
個
別
に

郵
送
し
ま
す
䣎
初
回
接
種
日
は
䣍
５
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
䣍
具
体
的
な
接
種
予
定
日
・
予
約
方
法

等
に
つ
い
て
は
䣍
お
知
ら
せ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
䣎 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２
度
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
䣎
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
日
程
に
つ
い
て
は
䣍
予
診
票

送
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
䣎
会
場
は
䣍
父
島
は
地

域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
䣍
母
島
は
小
中
学
校
体
育
館
で
行

い
ま
す
䣎
接
種
費
用
は
無
料
で
す
䣎 

な
お
䣍
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
䣍
村
役
場
ホ
䤀

ム
ペ
䤀
ジ
に
特
設
ペ
䤀
ジ
を
設
置
し
ま
し
た
䣎
最
新

の
情
報
や
䣍
村
民
の
皆
様
が
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
な

ど
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
䣍
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
䣎 

 

高
齢
者
以
外
の
方
の
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
䣍
国

か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
方
針
が
確
定
し
次
第
䣍
あ
ら

た
め
て
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
や
村
民
だ
よ
り
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

     

村
民
だ
よ
り
３
月
号
で
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
支
援
寄
附
金
の
お
礼
に
つ
い
て
掲
載
を

し
ま
し
た
が
䣍
寄
附
件
数
及
び
寄
附
金
額
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
䣎
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
䣎
訂

正
前
䣍
訂
正
後
の
寄
附
件
数
及
び
寄
附
金
額
は
次
の

通
り
で
す
䣎 

䣗
寄
附
の
状
況
䣘 

訂
正
前
䥽
１
１
１
件 

４
䥻
０
３
２
䥻
０
０
０
円 

訂
正
後
䥽
１
１
０
件 

３
䥻
５
３
２
䥻
０
０
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 

財
政
課
財
政
係 

２―

３
１
１
２ 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援 

寄
附
金
の
寄
附
件
数
及
び
寄
附
金
額
の
訂
正

に
つ
い
て 
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緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
対
象

期
間
を
令
和
３
年
３
月
分
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
䣎 

※
３
月
分
の
申
請
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
䣎 

→

４
月
30
日
䥹
金
䥺
ま
で 

な
お
䣍
当
制
度
は
３
月
分
の
申
請
を
も
䣬
て
終
了

し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 
２―

３
１
１
１ 

   

４
月
５
日
䥹
月
䥺
は
䣍
引
䣬
越
し
に
伴
う
転
入
手

続
き
が
集
中
し
䣍
村
民
課
窓
口
が
大
変
混
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
䣎
通
常
よ
り
も
手
続
き
に
お
時

間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
䣍
時
間
に
余
裕

を
も
䣬
て
お
越
し
く
だ
さ
い
䣎
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
䣍
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

   

竹
芝
客
船
タ
䤀
ミ
ナ
ル
２
階
䣓
小
笠
原
村
東
京
連

絡
事
務
所
䣔
で
は
䣍
住
民
の
方
を
対
象
に
䣍
住
民
票

の
写
し
䣍
印
鑑
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
交
付
サ
䤀
ビ

ス
を
行
䣬
て
い
ま
す
䣎
当
サ
䤀
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
䣎
ご
利
用
の
際
は
村
民
課

住
民
係
ま
で
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 
 

２―

３
１
１
３ 

  

䣗
実
施
日
程
䣘
４
月
14
日
䥹
水
䥺 

䣗
実
施
時
間
䣘
午
後
７
時
䦅
９
時 

䣗
実
施
場
所
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀 

䣗
行
政
相
談
委
員
䣘 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

䣑
住
所
䣒
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

䣑
電
話
䣒
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

村
で
は
次
の
と
お
り
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

し
ま
す 

䣗
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
䣘 

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
䣍
令
和
２
年
４
月

か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
非
常
勤
の
職
で
䣍
会
計
年

度
䥹
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
䥺

内
の
う
ち
䣍
必
要
な
期
間
任
用
さ
れ
る
職
員
で
す
䣎

会
計
年
度
を
超
え
て
の
任
期
の
更
新
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
䣎 

䣗
各
職
種
共
通
事
項
䣘 

●
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人
は
申
込

み
で
き
ま
せ
ん 

●
必
要
書
類
䥽
市
販
の
履
歴
書
䥹
顔
写
真
添
付
䥺
に

必
要
事
項
を
記
入
䥹
免
許･

資
格
等
を
要
す
る
職
種

は
䣍
任
用
の
際
䣍
免
許
証
䣍
資
格
証
等
の
写
し
が
必

要
と
な
り
ま
す
䥺 

 

◎
診
療
所 

䣗
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
䣘
看
護
師
䥽
１
名 

䣗
業
務
内
容
䣘
看
護
業
務 

䣗
勤
務
先
䣘
小
笠
原
村
診
療
所 

䣗
任
用
期
間
䣘
採
用
日
䦅
令
和
４
年
３
月
31
日 

䣗
勤
務
日
時
䣘
午
前
８
時
30
分
ま
た
は
午
前
９
時

か
ら
䣍
５
䦅
６
時
間
勤
務
䥹
週
29
時
間
以
内
䥺 

䣗
報
酬
額
䥹
時
給
䥺䣘
１
䥻
１
８
２
円 

䦅
１
䥻
４
７
０
円 

䣗
応
募
資
格
䣘
看
護
師
免
許 

䣗
条
件
等
䣘
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い 

䣗
申
込
期
限
䣘
随
時 

 
 ●

問
合
せ
・
応
募
先 

医
療
課
診
療
所
係 

２―

３
８
０
０ 

 

◎
老
人
ホ
䤀
ム 

䣗
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
䣘
介
護
員
䥽
若
干
名 

䣗
業
務
内
容
䣘
介
護
業
務 

䣗
勤
務
先
䣘
太
陽
の
郷 

䣗
任
用
期
間
䣘
採
用
日
䦅
令
和
４
年
３
月
31
日 

䣗
勤
務
日
時
䣘
午
前
６
時
䦅
午
後
８
時
15
分
の
間 

シ
フ
ト
勤
務
䥹
週
29
時
間
以
内
䥺 

䣗
報
酬
額
䥹
時
給
䥺䣘
１
䥻
０
４
３
円 

 
 
 
 
 
 
 
 

䦅
１
䥻
２
７
２
円 

䣗
応
募
資
格
䣘
介
護
福
祉
士
資
格
又
は
介
護
初
任
者

講
習
修
了
相
当 

䣗
条
件
等
䣘
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い 

䣗
申
込
期
限
䣘
随
時 

 

 

●
問
合
せ
・
応
募
先 

医
療
課
診
療
所
係 

２―

３
８
０
０ 

 

◎
小
笠
原
小
学
校 

䣗
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
䣘 

①
特
別
支
援
教
育
補
助
員 

 

②
一
般
業
務
員
䥹
特
別
支
援
教
育
補
助
業
務
䥺 

① 

䣍
②
併
せ
て
若
干
名 

䣗
業
務
内
容
䣘
特
別
支
援
教
育
の
補
助
業
務 

䣗
勤
務
先
䣘
小
笠
原
小
学
校 

䣗
任
用
期
間
䣘
５
月
１
日
䦅
令
和
４
年
３
月
31
日 

䣗
勤
務
日
時
䣘
月
曜
日
䦅
金
曜
日 

※
行
事
に
よ
り
土
日
祝
日
勤
務
あ
り 

 

午
前
７
時
45
分
䦅
午
後
４
時
15
分 

䥹
週
29
時
間
以
内
䥺 

※
学
校
休
業
期
間
を
除
く 

䣗
報
酬
額
䥹
時
給
䥺䣘 

①
１
䥻
１
０
８
円
䦅
䥹
教
員
免
許
あ
り
䥺 

 

②
１
䥻
０
１
３
円
䦅
䥹
資
格
な
し
䥺 

䣗
選
考
方
法
䣘
書
類
・
面
接 

䣗
申
込
期
限
䣘
４
月
20
日
䥹
火
䥺
ま
で 

●
問
合
せ
・
応
募
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 

２―

３
１
１
７ 

 

４
月
１
日
よ
り
䣍
総
務
課
䣓
Ｉ
Ｔ
推
進
係
䣔
を

䣓
情
報
通
信
係
䣔
に
あ
ら
た
め
ま
す
䣎 

ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
䣍
庁
内
Ｏ
Ａ
機
器
・
ネ
䣹
ト
ワ

䤀
ク
管
理
業
務
に
加
え
䣍
従
来
総
務
係
で
所
管
し
て

い
た
広
報
・
広
聴
䣍
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制

度
に
関
す
る
こ
と
等
を
担
い
ま
す
䣎 

情
報
技
術
部
門
と
情
報
発
信
部
門
を
一
つ
に
す
る

䧟
䧲
䧱
䦼
村
政
䧸
情
報
発
信
力
強
化
䨛
目
指
䧣
䨈
す
䦽 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係 

２―

３
１
１
１ 

   

ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
支
払
方
法
に
は
䣍
次
の

と
お
り
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
䣎 

◎
支
払
方
法 

・
月
払
い 

・
年
払
い
䥹
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
䥺 

※
ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
免
対
象
の
方
は
次
の

利
用
料
か
ら
減
額
し
た
額
に
な
り
ま
す
䣎 

※
ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
支
払
い
方
法
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
総
務
課
窓
口
䣍
母
島
支
所
窓
口

に
て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
䣎(

現
在
䣍
年
払
い
で

お
支
払
い
さ
れ
て
い
る
方
は
䣍
お
申
し
出
が
な
い
場

合
䣍
引
き
続
き
継
続
し
て
年
払
い
と
な
り
ま
す) 

◎
手
続
き
期
間 

４
月
１
日
䥹
木
䥺
䦅
15
日
䥹
木
䥺 

■
支
払
利
用
料
■ 

         

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係 

２―

３
１
１
１ 

小
笠
原
村
緊
急
生
活
支
援
金
に
つ
い
て 

本
庁
窓
口
の
混
雑
に
つ
い
て 

小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所
で
の
証
明
書
の

交
付
に
つ
い
て 

行
政
相
談
所
の
開
設 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

小
笠
原
村
ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の
支
払

方
法
に
つ
い
て 

◆ケーブルテレビ利用料 

支 払 
方 法 

金 額 

月払い

利用料 
1 , 5 6 0 円 

年払い

利用料 
1 7 , 1 6 0 円 

 

情
報
通
信
係
の
設
置
に
つ
い
て 
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令和3年度予算につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止、村民生活や経済活動を早期に回復するための取り組み、また、第4次

小笠原村総合計画及び、小笠原諸島振興開発計画に基づく事業を中心として、以下の事項を重点施策として予算編成を行いました。 
 
【重点項目】 

①航空路開設の推進 

   ②世界自然遺産地として自然環境の保全と活用を図るための施策の推進 

③小笠原の特色を活かした産業の振興 

④良好な生活環境のための生活基盤整備及び災害に備える防災基盤整備の充実 

⑤村民の安心と次世代の人材育成に向けた保健、福祉、医療、教育の充実 
 

 一般会計は、総額 51 億 5,290 万 1 千円で、前年度当初予算（45 億 9,282 万 5 千円）と比較すると 5 億 6,007 万 6 千円、12.2％の増となっています。 

 

 

 

 

●会計別予算額

金額（千円） 構成比（%） 前年比（千円）

5,152,901 79.2 560,076

346,380 5.3 ▲ 1,440

420,921 6.5 ▲ 127,659

10,230 0.2 6,202

89,006 1.4 12,313

193,082 3.0 ▲ 1,470

237,819 3.7 ▲ 43,137

22,809 0.3 1,194

32,795 0.5 2,935

6,505,943 100 409,014

下水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合計

一般会計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

介護保険（保健事業勘定）特別会計

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計

 

 

村税

471,723千円

（9.1 ％）

地方譲与税及交付金等

98,566千円

（1.9 ％）

国有提供施設等所在

市町村助成交付金

125,929千円

（2.4 ％）

地方特例交付金

2,950千円

（0.1 ％）
地方交付税

1,446,479千円

（28.1 ％）

分担金及負担金

8,442千円

（0.2 ％）

使用料及手数料

191,445千円

（3.7 ％）

国庫支出金

491,170千円

（9.5 ％）

都支出金

952,052千円

（18.5 ％）

財産収入

66,592千円

（1.3 ％）

繰入金

777,137千円

（15.1 ％）

村債

379,300千円

（7.4 ％）

その他

141,116千円

（2.7 ％）

令和 3 年度 一般会計 歳入予算

歳入

5,152,901千円

議会費

66,327千円

（1.3 ％）

総務費

1,534,871千円

（29.8 ％）

民生費

798,568千円

（15.5 ％）

衛生費

1,149,978千円

（22.3 ％）

農林水産業費

129,912千円

（2.5 ％）

商工費

146,404千円

（2.8 ％）

土木費

244,472千円

（4.7 ％）

消防費

22,317千円

（0.4 ％）

教育費

483,575千円

（9.4 ％）

公債費

497,002千円

（9.7 ％）

その他

79,475千円

（1.5 ％）

令和 3 年度 一般会計 歳出予算

歳出

5,152,901千円

【歳入の主な増減（前年度比）】 
●村税（2.0%の減） 

 前年度の課税実績及び新型コロナウイルス感染症による影響も考慮し、法人村民

税、固定資産税の減額を見込み、9,758千円の減額となっています。 

●地方交付税（2.5%の増） 

 すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付するものです。国

の地方財政収支見込から、前年度より34,940千円の増額となっています。 

●使用料及手数料（24.9%の減） 

 インターネット事業の移管による使用料の減により26,576千円の減額となっていま

す。 

●国庫支出金（30.3%の増） 

 児童福祉施設整備費、小中学校整備費等の増により、114,135千円の増額となってい

ます。 

●都支出金（14.1%の減） 

 農林水産業費都補助金の減により、156,397千円の減額となっています。 

●繰入金（90.0%の増） 

 任意の繰上償還の財源として減債基金306,946千円を予算計上。土地開発基金繰入

金は、70,717千円の増となり、歳入不足を補うための財政調整基金繰入金の3,488千

円の減もありますが、368,160千円の増額となっています。 

●村債（77.4%の増） 

 村が施設建設や大規模事業を行う際に、財政上必要とする資金を外部から借り入れ

る資金で、今年度は、臨時財政対策債97,300千円（前年度57,300千円）に加え、職

員住宅整備債116,900千円、児童福祉施設整備債50,000千円、道路整備債52,900千

円を計上しており、前年との比較では、165,500千円の増額となっています。 

【歳出の主な増減（前年度比）】 
●議会費（4.9%の減） 
 主に議会運営に必要な経費です。タブレット端末の購入完了等により議会活動費の

減額があり、前年度より3,436千円の減額となっています。 
●総務費（15.5%の増） 
 主に行政運営に必要な経費です。職員住宅の新築、新型コロナウイルス感染症対策

経費等の増額があり、前年度より205,980千円の増額となっています。 
●民生費（9.8%の増） 
 障がい者、高齢者、児童福祉等のための経費です。母島児童福祉施設整備費の増

額、特別会計への繰出金の増があり、前年度より71,398千円の増額となっています。 
●衛生費（5.3%の増） 
 保健衛生や環境対策、ごみ処理等のための経費です。診療所運営費の増、簡易水道

事業特別会計への繰出金の増もあり、前年度より57,873千円の増額となっています。 
●農林水産業費（54.1%の減） 
 農業及び水産業振興のための経費です。漁業振興施設整備事業補助金の減により、

前年度より153,320千円の減額となっています。 
●商工費（40.9%の減） 
 商工業、観光事業のための経費です。園地整備事業完了による減により、前年度よ

り101,188千円の減額となっています。 
●土木費（29.7%の増） 
 道路建設や公園整備、まちづくりのための経費です。振興開発事業による村道整備

費用の増があり、前年度との比較では55,981千円の増額となっています。 
●消防費（58.5%の増） 
 主に消防団に要する経費で、消防車庫等の改修による増があり、前年度との比較で

は8,235千円の増額となっています。 
●教育費（69.1%の増） 
 教育の充実やスポーツ・文化の振興のための経費で、小中学校整備事業費の増によ

り、前年度との比較では197,630千円の増額となっています。 
●公債費（180.6%の増） 
 地方債の返済に係る元利償還金で、大規模事業にかかる起債の償還終了による減傾

向はありますが、任意の繰上償還を予定し予算計上していることから、前年度との比

較では319,891千円の増額となっています。 
●その他（55.5%の減） 
 令和元年台風21号による被害に対する災害復旧事業経費の減があり前年度との比較

では、98,968千円の減額となっています。 

令和３年度 小笠原村の予算 
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䦅
退
職
䥹
失
業
䥺
に
よ
る
特
例
免
除
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
䦅 

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
䥹
失
業
䥺

さ
れ
る
と
䣍
村
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

行
い
䣍
月
額
１
６
䣍
６
１
０
円
䥹
令
和
３
年
度
の
金

額
䥺
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
䣎
た
だ

し
䣍
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方

に
は
䣍
申
請
に
よ
䣬
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
䣎 

特
例
免
除
制
度
は
䣍
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
は
退
職
䥹
失
業
䥺
し
た
月
䥹
月
末
退
職
の
場
合
は

翌
月
䥺
か
ら
䣍
退
職
䥹
失
業
䥺
し
た
年
の
翌
々
年
の

６
月
ま
で
の
期
間
に
限
り
䣍
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
䣎 

 
 

通
常
䣍
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
䣍
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
䣍
特
例
免
除
で

は
䣍
審
査
の
対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除

外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
䣎 

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
䣍
添
付
書
類
と

し
て
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
䣍
村

役
場
村
民
課
住
民
係
䨈
䧩
䧹
母
島
支
所
䧸
窓
口
䨂提

出
䧣
䧰
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

な
お
䣍
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
䣍
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

   
 

 

30
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
䣍
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
䤀
ポ
ン
券
を
発
行

い
た
し
ま
す
䣎
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
䣎 

※
こ
の
ク
䤀
ポ
ン
券
は
䣍
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の

で
す
䣎
11
月
下
旬
に
実
施
予
定
の
䣓
小
笠
原
村
健

康
診
断
䣔
に
お
い
て
䣍
子
宮
頸
が
ん
検
診
䥹
検
診
内

容
は
同
じ
䥺・
乳
が
ん
検
診
䥹
超
音
波
検
査
及
び
視

触
診
䨛
実
施
䪯䨛
受
診
す
䨔
方
䧹
利
用
䧱
䧙
䨈
䧥
䨜
䦽 

※
ク
䤀
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き

ま
す
䣎 

※
が
ん
検
診
の
無
料
受
診
は
䣍
年
度
内
お
１
人
に
つ

き
１
回
で
す
䣎 

䣗
発
行
対
象
者
䣘 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

䣗
発
行
す
る
ク
䤀
ポ
ン
券
䣘 

・
子
宮
頸
䧘
䨜
検
診
用
䪮内
診
䦼
細
胞
診
及
䧽
䨫
䨶
䩻
䪯 

・
乳
䧘
䨜
検
診
用
䪮䩡
䩶
䩥
䨳
䩬
䩘
䨦
及
䧽
視
触
診
䪯 

䣗
受
診
で
き
る
医
療
機
関
䣘 

 

医
療
法
人
社
団 

䧟
䧟
䨖
䧲
䧗
䨒
䧪
䧸
元
氣
䩚
䩬
䨹 

千
代
田
区
神
田
新
保
町
䪳‐

䪳
䪲
䪷
䪮新
保
町
駅
前
䪯 

䣗
受
診
で
き
る
期
間
䣘 

 

４
月
１
日
䦅
令
和
４
年
３
月
31
日 

※
土
・
日
・
祭
日
䣍
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
䣎 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
䣎 

䣗
申
込
み
先
䣘 

䣑
父
島
䣒
村
役
場
村
民
課
住
民
係 

䣑
母
島
䣒
母
島
支
所 

䣗
申
し
込
み
期
間
䣘 

 

 

４
月
１
日
䦅
令
和
４
年
２
月
28
日 

な
お
䣍
４
月
１
日
現
在
で
䣍
次
の
年
齢
で
住
民
登

録
䨛
䧣
䧰
䧐
䨔
方
䧵
䧹
䦼
国
䧘
定
䨋
䨔
本
事
業
䧸
対
象

者
䧲
䧣
䧰
䦼
無
料
䨲
䩻
䩠
䩶
券
䨛
発
送
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䦽 

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者 ―

 

20
歳 

・
乳
が
ん
検
診
対
象
者 

 
 ―

 

40
歳 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

   

固
定
資
産
税
は
䣍
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
䣍
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
䣎 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
䣍
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
䣍
固
定
資
産
税
台
帳
䥹
名
寄
帳
䥺
の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
䣍
村
内
の
ほ
か

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
䣍
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
䣎 

䣗
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
䣘 

䣑
期
間
䣒
通
年
䥹
土
日
・
休
日
を
除
く
䥺 

䣑
時
間
䣒
午
前
８
時
䦅
午
後
５
時
15
分 

 
 
 

䥹
正
午
䦅
午
後
１
時
３
０
分
を
除
く
䥺 

䣗
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
䣘 

䣑
期
間
䣒
４
月
１
日
䥹
木
䥺
䦅
５
月
31
日(

月) 

 
 
 

䥹
土
日
・
休
日
を
除
く
䥺 

䣑
時
間
䣒
午
前
８
時
䦅
午
後
５
時
15
分 

 
 
 

䥹
正
午
䦅
午
後
１
時
30
分
を
除
く
䥺 

䣗
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
䣘 

䣑
父
島
䣒
財
政
課
税
務
係 

䣑
母
島
䣒
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

    

日
頃
よ
り
䣍
ご
み
の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎 

父
島
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀
で
は
䣍
引
䣬
越
し
時
の
大

量
ご
み
や
有
料
ご
み
等
に
つ
い
て
䣍
持
ち
込
み
を
希

望
䧡
䨕
䨔
村
民
䧸
皆
䧡
䨈
䧵
䧹
䦼
環
境
課
䧱
事
前
確

認
後
䦼
持
䧫
込
䨜
䧱
頂
䧐
䧰
䧖
䨓
䨈
䧣
䧩
䦽
䪶
月
䪳
日

䨑
䨓
䦼
父
島
䨲
䩭
䩻
䩶
䨾
䩶
䩂
䩻
䧵
直
接
䧖
電
話
䧵
䧰

申
䧣
込
䨉
䦼
持
䧫
込
䨊
方
式
䧵
変
更
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䦽 

 

ま
た
䣍
有
料
ご
み
の
場
合
は
䣍
持
ち
込
ん
だ
そ
の

場
で
の
お
支
払
い
も
可
能
に
な
り
ま
す
䣎 

持
ち
込
み
申
込
先
䥽
父
島
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
８
９
４ 

 

そ
の
他
䣍
ご
み
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
ご
相
談
は
環
境

課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 

                                       

父
島
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀
へ
の
持
ち
込
ご
み

取
扱
い
に
つ
い
て 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料
ク
䤀
ポ
ン
券
の

発
行
に
つ
い
て 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び
価
格
縦

覧
帳
の
縦
覧 

こ
ど
も
ま
つ
り
・
子
ど
も
の
日
の
集
い 
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４
月
１
日
よ
り
䣍
村
役
場
母
島
支
所
に
お
い
て
䣍

簡
易
郵
便
局
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
䣎 

窓
口
䧸
営
業
時
間
䧹
䦼
次
䧸
䧲
䧖
䨓
䧲
䧴
䨓
䨈
す
䦽 

 

        

※
お
が
さ
わ
ら
丸
父
島
出
港
日
の
前
日
が
䣍
土
日
祝

の
場
合 

郵
便
窓
口
及
び
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
て
は
䣍
午
前
９
時

か
ら
11
時
ま
で
営
業
し
ま
す
䣎 

䣗
ゆ
う
パ
䣹
ク
・
チ
ル
ド
ゆ
う
パ
䣹
ク
に
つ
い
て
䣘 

母
島
支
所
で
は
䣍
ゆ
う
パ
䣹
ク
の
み
の
取
扱
と
な

り
ま
す
䣎 

東
京
島
し
䣯
農
協
母
島
店
で
䣍
ゆ
う
パ
䣹
ク
・
チ

ル
ド
ゆ
う
パ
䣹
ク
を
取
扱
し
ま
す
䣎 

母
島
島
内
の
郵
便
物
の
配
達
・
集
荷
に
つ
い
て

は
䣍
こ
れ
ま
で
通
り
東
京
島
し
䣯
農
協
母
島
店
が
取

扱
し
ま
す
䣎 

䣗
ゆ
う
ち
䣯
銀
行
か
ら
他
の
金
融
機
関
口
座
へ
の 

振
込
に
つ
い
て
䣘 

ゆ
う
ち
䣯
銀
行
か
ら
他
の
金
融
機
関
口
座
へ
の
振

込
は
䣍
ゆ
う
ち
䣯
銀
行
の
通
帳
も
し
く
は
キ
䣺
䣹
シ

䣻
カ
䤀
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
䣎 

ゆ
う
ち
䣯
Ａ
Ｔ
Ｍ
も
同
様
に
な
り
ま
す
䣎 

䣗
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
つ
い
て
䣘 

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
窓
口
業
務
は
５
月
21
日
䥹
金
䥺

ま
で
と
な
り
ま
す
䣎
口
座
の
取
扱
に
つ
い
て
は
䣍
東

京
島
し
䣯
農
協
父
島
支
店
及
び
母
島
店
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

東
京
島
し
䣯
農
協
父
島
支
店 

 

２―

２
９
３
１ 

母
島
店 

 

３―

２
３
３
１ 

４
月
１
日
付
䣑 

䣒
内
は
旧
所
属 

䣗
課
長
補
佐
級
䣘 

総
務
課
課
長
補
佐
総
務
係
長 

及
川 

英
典
䣑
財
政
課
課
長
補
佐
財
政
係
長
䣒 

総
務
課
課
長
補
佐
情
報
通
信
係
長 

 

大
田 

泰
史
䣑
総
務
課
課
長
補
佐
総
務
係
長
䣒 

財
政
課
課
長
補
佐
財
政
係
長 

 

亀
山 

孝
䣑
財
政
課
課
長
補
佐
䥹
財
政
担
当
䥺䣒 

村
民
課
課
長
補
佐
䥹
課
務
担
当
䥺 

 

川
上 

勲
䣑
教
育
課
課
長
補
佐
䥹
教
育
担
当
䥺䣒 

村
民
課
課
長
補
佐
福
祉
係
長
䥹
昇
任
䥺 

 

亀
山 

祐
子
䣑
村
民
課
福
祉
係
長
䣒 

医
療
課
課
長
補
佐
診
療
所
係
長 

 

町
田 

健
太
郎䧀
医
療
課
課
長
補
佐
䪮課
務
担
当
䪯䧁 

医
療
課
課
長
補
佐
䥹
昇
任
䥺 

 
阿
部 

範
行
䣑
医
療
課
主
任
歯
科
技
工
士
䣒 

䣗
係
長
級
䣘 

財
政
課
財
政
係
主
査 

 

奥
原 
茂䧀
総
務
課
総
務
係
主
査
䪮東
京
都
派
遣
䪯䧁 

村
民
課
福
祉
係
主
任
保
育
士
䥹
昇
任
䥺 

 

森
本 

美
奈
䣑
村
民
課
福
祉
係
䣒 

医
療
課
診
療
所
係
主
査 

 

泉 

静
䣑
村
民
課
住
民
係
主
査
䣒 

医
療
課
診
療
所
係
技
能
長 

 

伊
藤 

千
栄
子
䣑
村
民
課
福
祉
係
技
能
長
䥹
父
島 

保
育
園
䥺䣒 

医
療
課
診
療
所
係
主
任
歯
科
衛
生
士
䥹
小
笠
原
村
診

療
所
䥺䥹
昇
任
䥺 

 

佐
藤 

貴
代
䣑
医
療
課
診
療
所
係
䣒 

医
療
課
診
療
所
係
主
任
歯
科
衛
生
士
䥹
母
島
診
療

所
䥺䥹
昇
任
䥺 

 

山
田 

京
子
䣑
医
療
課
診
療
所
係
䣒 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査 

 

小
野
寺 

将
嘉
䣑
医
療
課
診
療
所
係
長
䣒 

教
育
課
教
育
係
主
査 

 

椎
名 

裕
太
䣑
総
務
課
総
務
係
主
査
䣒 

䣗
主
任
級
䣘 

総
務
課
総
務
係
主
任
䥹
復
職
䥺 

 

古
川 

奈
央
子
䣑
総
務
課
付
䣒 

総
務
課
総
務
係
主
任
䥹
昇
任
䥺 

 

西
川 

大
介
䣑
総
務
課
総
務
係
䣒 

総
務
課
総
務
係
主
任
䥹
公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し

䣯
振
興
公
社
派
遣
䥺 

 

杉
山 

朋
美
䣑
財
政
課
税
務
係
主
任
䣒 

総
務
課
情
報
通
信
係
主
任 

 

田
口 

哲
郎
䣑
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
主
任
䣒 

財
政
課
税
務
係
主
任 

 

萩
原 

佳
代
䣑
議
会
事
務
局
書
記
䣒 

村
民
課
福
祉
係
䥹
勤
務
地
䥽
父
島
䥺 

 

石
川 

日
南
子䧀
村
民
課
福
祉
係
䪮勤
務
地
䪼母
島
䪯䧁 

村
民
課
福
祉
係
䥹
勤
務
地
䥽
母
島
䥺 

 

梶
原 

輝
史䧀
村
民
課
福
祉
係
䪮勤
務
地
䪼父
島
䪯䧁 

村
民
課
福
祉
係
䥹
父
島
保
育
園
䥺䥹
復
職
䥺 

 

佐
藤 

由
貴
䣑
村
民
課
付
䣒 

村
民
課
福
祉
係
䥹
父
島
保
育
園
䥺䥹
昇
任
䥺 

 

大
平 

礼
雄䧀
村
民
課
福
祉
係
䪮父
島
保
育
園
䪯䧁 

村
民
課
福
祉
係
技
能
主
任
䥹
父
島
保
育
園
䥺 

 

矢
口 

千
秋
䣑
医
療
課
診
療
所
係
技
能
主
任
䣒 

䣗
主
事
級
䣘 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

加
藤 

新
平
䣑
環
境
課
生
活
環
境
係
䣒 

環
境
課
生
活
環
境
係 

 

山
口 

貴
大
䣑
村
民
課
福
祉
係
䣒 

議
会
事
務
局 

 

新
島 

碧
䣑
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
䣒 

䣗
新
規
採
用
・
主
任
級
䣘 

村
民
課
福
祉
係
主
任 

 

青
栁 

里
栄
子
䥹
介
護
支
援
専
門
員
䥺 

母
島
支
所
付 

白
川 

研
䥹
任
期
付
職
員
䥺 

䣗
新
規
採
用
・
主
事
級
䣘 

総
務
課
付 

木
﨑 

守 
 

医
療
課
付
䪮太
陽
䧸
郷
䪯屋
敷 

裕
太
䪮介
護
福
祉
士
䪯 

医
療
課
付 
桑
原 

直
孝
䥹
医
師
䥺 

医
療
課
付 
栗
原 

智
䥹
医
師
䥺 

䣗
新
規
採
用
䥹
令
和
２
年
８
月
１
日
付
䥺䣘 

村
民
課
母
島
保
育
園
長 
渡
邊 

眞
理
䥹
保
育
士
䥺 

村
民
課
付
䥹
勤
務
地
䥽
父
島
䥺 

 

梶
原 

輝
史
䥹
保
健
師
䥺 

䣗
新
規
採
用
䥹
令
和
２
年
11
月
１
日
付
䥺䣘 

母
島
支
所
付 

秋
本 

裕
智 

䣗
新
規
採
用
䥹
令
和
３
年
１
月
１
日
付
䥺䣘 

村
民
課
付 

新
田 

聖
奈 

村
民
課
付
䪮母
島
保
育
園
䪯 

寺
戸 

愛
海
䪮保
育
士
䪯 

医
療
課
付
䪮太
陽
䧸
郷
䪯 

齋
藤 

樹
䪮介
護
福
祉
士
䪯 

䣗
再
任
用
䣘 

建
設
水
道
課
主
査 

 

千
葉 

勇
人
䣑
建
設
水
道
課
課
長
補
佐
䣒 

䣗
退
職
者
䥹
３
月
31
日
付
䥺䣘 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
小
笠
原
村
診
療
所
䥺 

 

伊
藤 

郁
美
䥹
看
護
師
䥺 

村
民
課
福
祉
係
䥹
父
島
保
育
園
䥺 

 

池
田 

由
貴
䥹
保
育
士
䥽
任
期
満
了
䥺 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
太
陽
の
郷
䥺 

 

鈴
木 

智
行
䥹
介
護
員
䥽
任
期
満
了
䥺 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

小
林 

碧 

䣗
退
職
者
䥹
令
和
２
年
７
月
31
日
䥺䣘 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
小
笠
原
村
診
療
所
䥺 

三
浦 

名
美
䥹
薬
剤
師
䥺 

村
民
課
福
祉
係
䥹
母
島
保
育
園
䥺 

 

赤
木 

千
花
䥹
保
育
士
䥽
任
期
満
了
䥺 

䣗
退
職
者
䥹
令
和
２
年
12
月
31
日
䥺䣘 

村
民
課
䪮母
島
保
育
園
䪯 

吉
見 

美
津
子
䪮保
育
士
䪯 

䣗
定
年
退
職
者
䥹
３
月
31
日
䥺䣘 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐 

 

千
葉 

勇
人
䥹
再
任
用
あ
り
䥺 

䣗
再
任
用
終
了
䣘 

総
務
課
課
長
補
佐
䪮課
務
担
当
䪯 

䨾
䩻
䩟
䩯
䩻 

孝 
 

総
務
課
課
長
補
佐
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長 

鈴
木 

敏
之 

䣗
派
遣
䣘 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
母
島
診
療
所
䥺 

伊
藤 

憲
治
䣑
小
笠
原
村
診
療
所
䣒䥹
医
師
䥺 

䣗
派
遣
終
了
䥹
３
月
31
日
付
䥺䣘 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
小
笠
原
村
診
療
所
䥺 

 

本
東 

達
也
䥹
医
師
䥺 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
母
島
診
療
所
䥺 

 

松
平 

恭
子 

䥹
医
師
䥺 

 

母
島
簡
易
郵
便
局
及
び
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
つ
い
て 

小
笠
原
村
人
事
異
動 
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母
島
小
中
学
校
で
は
䣍
保
護
者
や
地
域
の
方
に
䣍

学
校
で
の
児
童
生
徒
の
生
活
や
授
業
の
様
子
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
䣍

以
下
の
よ
う
に
日
曜
学
校
公
開
を
行
い
ま
す
䣎
是

非
䣍
ご
参
観
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
日
時
䣘
４
月
25
日
䥹
日
䥺 

午
前
８
時
20
分
䦅
11
時
５
分 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
中
学
校 

３―
２
１
８
１
䦅
２ 

    

屋
外
で
の
焼
却
行
為
は
䣓
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
䣔
に
よ
り
䣍
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
䣎
一
部
の
例
外
は
䣍䣓
た
き
火
䣔
の
よ
う
な
日

常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
天
然
の
草
・
木

等
の
焼
却
で
あ
䣬
て
軽
微
な
も
の
な
ど
で
す
䣎 

そ
し
て
䣍
そ
の
よ
う
な
軽
微
な
䣓
た
き
火
䣔
を
行

う
際
は
䣍
小
笠
原
村
で
は
あ
ら
か
じ
め
䣍
そ
の
旨
を

村
長
宛
に
届
出
書
䥹
た
き
火
届
䥺
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
䣎 

こ
の
届
け
出
は
消
防
機
関
が
実
施
状
況
を
把
握
す

る
た
め
の
届
け
出
で
あ
り
䣍
届
け
出
の
受
理
が
䣍
他

の
法
令
に
係
る
廃
棄
物
の
焼
却
行
為
を
許
可
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎 

な
お
䣍
届
出
書
の
詳
細
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

 

ま
た
䣍
た
き
火
を
行
う
際
は
䣍
け
む
り
で
近
隣
の

住
民
の
方
々
の
迷
惑
や
䣍
火
事
の
原
因
に
な
ら
な
い

よ
う
䣍
強
風
時
は
お
控
え
く
だ
さ
い
䣎 

そ
し
て
消
防
機
関
か
ら
注
意
受
け
た
際
も
䣍
指
示

に
従
䣬
て
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

  

２―

３
１
１
１ 

  

      

令
和
３
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

䣓
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

の
確
保
䣔䣍䣓
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
䣔䣍䣓
歩
行

者
の
保
護
を
始
め
と
す
る
安
全
運
転
意
識
の
向

上
䣔䣍
及
び
䣓
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
䣔
を
テ
䤀

マ
に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
䣎 

 

ま
た
䣍
飲
酒
運
転
䣍
シ
䤀
ト
ベ
ル
ト
の
取
締
り
等

も
強
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
䣍
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
䣎 

䣗
期
間
䣘
４
月
６
日
䥹
火
䥺
䦅
15
日
䥹
木
䥺
ま
で

の
10
日
間 

〇
交
通
安
全
キ
䣺
ン
ペ
䤀
ン
䥹
少
年
団
活
動
䥺 

䣗
日
時
䣘
４
月
10
日
䥹
土
䥺
午
後
１
時
䦅
３
時 

䥹
雨
天
中
止
䥺 

䣗
場
所
䣘
東
町
三
角
公
園 

䣗
内
容
䣘
パ
ト
カ
䤀
と
白
バ
イ
の
体
験
乗
車
等 

 
 
 

䥹
写
真
撮
影
で
き
ま
す
䣎䥺 

〇
通
学
路
に
お
け
る
一
斉
取
り
締
ま
り 

䣗
実
施
日
䣘
４
月
７
日
䥹
水
䥺 

〇
管
下
一
斉
䣓
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
横
断
歩
道
䣔
キ
䣺
ン
ペ

䤀
ン 

䣗
実
施
日
䣘
４
月
14
日
䥹
水
䥺 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２―

２
１
１
０ 

    

令
和
３
年
度
の
小
笠
原
交
通
少
年
団
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
䣎 

 

交
通
少
年
団
は
䣍
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
䣍
団
員
自
ら
が
ル
䤀

ル
や
マ
ナ
䤀
を
守
り
䣍
思
い
や
り
の
心
を
持
䣬
た
社

会
人
に
育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
䣎 

 

主
な
活
動
は
䣍
交
通
安
全
キ
䣺
ン
ペ
䤀
ン
や
パ
ト

カ
䤀
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
広
報
の
ほ
か
䣍
ハ
イ
キ

ン
グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
䣎 

 

申
込
資
格
䥽
小
笠
原
小
学
校
在
籍
の
１
䦅
６
年
生 

䥹
入
団
に
あ
た
り
面
談
が
あ
り
ま
す
䣎䥺 

申
込
期
間
䥽
４
月
30
日
午
後
５
時
ま
で
の
間
䥹
入

団
式
に
つ
い
て
は
５
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
䣎䥺 

申
込
場
所
䥽
警
察
庁
小
笠
原
警
察
署 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
い
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２―

２
１
１
０ 

     

東
京
都
で
は
䣍
島
し
䣯
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
䣍
弁
護
士
の
法
律
相
談
䥹
電
話
相
談
䥺
を
実

施
し
て
い
ま
す
䣎 

相
談
は
無
料
で
す
䣎 

䣗
相
談
日
䣘
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
䣎 

䣗
相
談
時
間
䣘
午
後
１
時
䦅
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
䣍
直
接
䣍
ご
相
談
い
た
だ
け 

ま
す
が
䣍
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
䣍 

事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
䣎 

※
事
前
予
約
は
䣍
月
䦅
金
曜
日
の
午
前
９
時
䦅
午
後

５
時
䥹
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
䥺
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

         

                           

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
䣯
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
䣎 

䣗
相
談
内
容
䣘
無
料
一
般
相
談 

䣗
実
施
日
程
䣘
４
月
23
日
䥹
金
䥺 

䣗
実
施
時
間
䣘
午
前
10
時
䦅
正
午 

䥹
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
䥺 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
䣍
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
䥹
受
付
時
間
䥽
平
日
午
前

11
時
䦅
午
後
３
時
䥺 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
䥹
た
き
火
䥺
を
す

る
と
き
の
届
出
に
つ
い
て 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

小
笠
原
交
通
少
年
団
員
の
募
集 

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る 

䣓
島
し
䣯
法
律
相
談
䣔 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

母
島
小
中
学
校 

日
曜
学
校
公
開 
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東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
䣎
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
䣎䥹
※
予
約
が
必
要
で
す
䣎䥺 

䣗
相
談
内
容
・
時
間
䣘 

無
料
法
律
相
談
䥹
１
コ
マ
40
分
以
内
䥺 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
䣎 

䣗
母
島
䣘 

䣑
日
時
䣒
４
月
23
日
䥹
金
䥺
午
後
７
時
䦅
９
時 

䣑
場
所
䣒
母
島
支
所 

䣗
父
島
䣘 

䣑
日
時
䣒
４
月
24
日
䥹
土
䥺
午
後
５
時
䦅
７
時 

䣑
場
所
䣒
村
役
場 

䣗
予
約
受
付
時
間
䣘
午
前
９
時
30
分
䦅
午
後
５
時 

䥹
土
䣍
日
お
よ
び
正
午
䦅
午
後
１
時
を
除
く
䥺 

 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
䤀  

０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

 

  

䣗
日
時
䣘
４
月
20
日
䥹
火
䥺
午
後
４
時
䦅
６
時 

䣗
場
所
䣘
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

䣗
相
談
内
容
䣘 

○
労
働
条
件
䥹
労
働
時
間
䣍
安
全
衛
生
䣍
賃
金
䣍
退

職
・
解
雇
な
ど
䥺 

○
求
人
求
職
䥹
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
䥺 

○
労
災
保
険
䥹
加
入
䣍
労
災
給
付
な
ど
䥺 

○
雇
用
保
険
䥹
加
入
䣍
失
業
給
付
な
ど
䥺 

※
当
日
䣍
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
䣍
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２―

２
１
０
２ 

   

  

小
笠
原
諸
島
で
は
䣍
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と

い
う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
䣍
大

き
な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
䣎
長
期
に

わ
た
る
根
絶
防
除
の
末
䣍
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和

60
年
以
降
䣍
30
年
余
り
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
䣍
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
䣎 

最
近
の
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
は
䣍
令
和
２

年
に
鹿
児
島
県
下
の
複
数
の
市
町
村
に
お
い
て
ミ
カ

ン
コ
ミ
バ
エ
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
䣍
現
在
定
着
防
止

の
た
め
の
初
期
防
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
過
去
に
は
䣍
平
成
27
年
に
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
䣍
寄
主
果
実

の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
䣍
約
１
８
０
０
ト

ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
䣍
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
䣎 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
䣍
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発

生
地
域
䥹
東
南
ア
ジ
ア
等
䥺
か
ら
の
船
舶
の
往
来
に

よ
り
再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
䣍
小
笠
原

総
合
事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再

侵
入
警
戒
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
䣍
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
䣍
重
要
な
こ
と
で
す
䣎 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
䣍
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

䣗
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
䣘 

 

植
物
防
疫
法
で
は
䣍
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
䣍
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
䣍
果
物
䣍
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
䣎
ま
た
䣍
関
税
法
で

も
䣍
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島

に
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
䣎 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
䣍
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
䣍
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

 

䣗
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
！
䣘 

小
笠
原
諸
島
に
は
䣍
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
䣍
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
䣍
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
䣎
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
䣍
植
物
防
疫
法
に
よ
り
䣍
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主

植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
䣍
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の

持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
䣍
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
䣍
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎 

 

ま
た
䣍
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

の
卵
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
䣍

土
壌
サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前

に
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

 

䣏
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
䣐 

䣑
害
虫
䣒
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
䣍
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
䣍
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

䣑
植
物
䣒
あ
さ
が
お
䣍
さ
つ
ま
い
も
䣍
ヨ
ウ
サ
イ

䥹
空
心
菜
䥺䣍
ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎
葉
及

び
地
下
部 

䣏
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
䣐 

䣑
宅
配
便
・
貨
物
等
䣒
小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務

課
䥹
平
日
午
前
８
時
䦅
午
後
５
時
15
分
䥺 

䣑
手
荷
物
・
携
帯
品
䣒
二
見
港
船
客
待
合
所
䥹
お
が

さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
䦅
䥺 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
䣎 

 
●
問
合
せ
先 

 
小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２―

２
１
０
２ 

      

  

東
京
都
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
䣎 

詳
細
は
䣍
４
月
９
日
以
降
に
小
笠
原
支
庁
ホ
䤀
ム

ペ
䤀
ジ
に
掲
載
す
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎

䥹
提
出
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
䤀
ド
出
来
ま
す
䣎䥺 

䣗
採
用
職
種
䣘
海
技 

䣗
職
務
内
容
䣘
漁
業
調
査
指
導
船
䣓
興
洋
䣔
の
甲
板

業
務
䣍
司
厨
業
務
䣍
機
関
業
務
䣍
調
査
業
務
等 

䣗
勤
務
場
所
䣘
小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
セ
ン
タ
䤀 

䣗
採
用
予
定
人
数
䣘
１
名
程
度 

䣗
受
験
資
格
䣘
令
和
３
年
７
月
１
日
現
在
䣍
18
歳

以
上
35
歳
未
満
で
䣍
海
技
従
事
者
免
許
を
有
す
る

者
䣍
又
は
当
該
業
務
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
者 

䣗
採
用
予
定
日
䣘
７
月
１
日 

䣗
申
込
期
限
䣘
５
月
６
日 

 

●
問
合
せ
先 

支
庁
総
務
課 

 
 

２―

２
１
２
１ 

      

対
象
者
の
方
に
は
䣍
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
対
象
者
䣘
４
か
月
䣍
７
か
月
䣍
10
か
月
䣍
１
歳

６
か
月
䣍
２
歳
６
か
月
䣍
３
歳
の
乳
幼
児 

䣗
父
島
䣘䣑
日
時
䣒
４
月
15
日
䥹
木
䥺 

受
付
時
間
䥽
午
後
２
時
䦅
３
時
30
分 

䣑
場
所
䣒
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階 

大
会
議
室 

䣗
母
島
䣘䣑
日
時
䣒
４
月
20
日
䥹
火
䥺 

受
付
時
間
䥽
午
後
２
時
䦅
３
時
30
分 

䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
䣴
レ
ン
ス
ル
䤀

ム ＊
な
お
䣍
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
䣍
お
手
数
で
す
が
䣍
問
合
せ
先
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
䣎䥹
役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
䥺 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

植
物
防
疫
制
度
へ
の
御
協
力
依
頼 

東
京
都
職
員
䥹
海
技
䥺
の
募
集 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
䥹
父
島
・
母
島
䥺 
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親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
䣎
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
䤀
に
教
わ
り
な
が
ら
䣍
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ

ガ
を
行
い
ま
す
䣎
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
䣎 

䣗
日
時
䣘
４
月
19
日
䥹
月
䥺 

午
前
䪻
時
30
分
䫻
10
時
30
分
䪮全
䧰
親
子
䩫
䨯
䪯 

対
象
䥽
お
座
り
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

午
前
10
時
45
分
䫻
11
時
45
分 

䪮前
半
親
子
䩫
䨯
䩺後
半
親
䩫
䨯
䪯 

対
象
䥽
お
座
り
が
出
来
る
お
子
様
と
保
護
者 

䣗
場
所
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階 

大
会
議
室 

䣗
持
ち
物
䣘
飲
み
物
䣍
タ
オ
ル
䣍
締
め
付
け
な
い
楽

な
服
装 

䪮䩫
䨯
䩡
䩆
䩋
䨛
䧖
持
䧫
䧸
方
䧹
䧠
持
参
䧛
䧪
䧡
䧐
䪯 

䣗
事
前
申
し
込
み
䣘
必
要 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

  

２―

３
９
３
９ 

  

栄
養
士
と
旬
の
食
材
を
使
䣬
た
離
乳
食
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
？
ま
た
䣍
離
乳
食
に
関
す
る
疑
問
や

心
配
事
な
ど
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
䣎 

事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
対
象
者
䣘
お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の
お

子
様
と
保
護
者 

䣗
日
時
䣘
４
月
22
日
䥹
木
䥺 

 

午
前
10
時
30
分
䦅
11
時
30
分 

䣗
場
所
䣘
母
島
支
所 

大
広
間 

䣗
持
ち
物
䣘
お
子
様
用
エ
プ
ロ
ン
䣍
筆
記
用
具
䣍
母

子
手
帳 

䣗
予
約
締
切
䣘
４
月
15
日
䥹
木
䥺 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
影
響
に
よ

り
䣍
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
䣍
福
祉
係
保
健
師
よ
り

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
䣎 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

３―

２
１
１
１ 

  

４
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
䣎 

䣗
父
島
䣘䣑
日
時
䣒
４
月
８
日
䥹
木
䥺 

午
後
２
時
30
分
䦅
４
時 

䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

＊
父
島
は
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
䣎
前
日
ま
で
に
福

祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
母
島
䣘䣑
日
時
䣒
４
月
１
日
䥹
木
䥺 

午
後
３
時
30
分
䦅
４
時 

 
 
   

䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
䣍
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
䣍

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
䣍
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
䣍
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
䣍
水
痘
ワ
ク
チ
ン
䣍
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
䣍
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
䣍
ロ
タ
ワ
ク
チ

ン
䣍
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン 

 

◎
令
和
䪵
年
度
小
笠
原
村
定
期
予
防
接
種
年
間
予
定

表 

            

日
本
脳
炎
䣍
麻
し
ん
・
風
し
ん
䥹
保
育
園
年

長
䥺・
二
種
混
合
䥹
小
学
校
６
年
生
相
当
䥺
の
対
象

者
へ
は
䣍
日
程
の
詳
細
と
問
診
票
を
後
日
個
別
通
知

い
た
し
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

現
在
䣍
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
䣍
製
品

上
の
問
題
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
䣍
製
造
が
一
時
停
止

し
て
い
ま
す
䣎
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
䣍

１
期
初
回(

１
回
目
・
２
回
目)

の
方
の
接
種
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎
１
期
追
加
・
２
期
の
方
は

ワ
ク
チ
ン
の
準
備
が
出
来
次
第
䣍
個
別
に
通
知
に
て

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

        

夜
間
休
日
等
䣍
診
療
時
間
外
の
急
な
病
気
や
怪

我
䣍
歯
痛
等
は
診
療
所
で
は
な
く
１
１
９
に
お
電
話

く
だ
さ
い
䣎 

歯
科
に
関
す
る
症
状
で
あ
䣬
て
も
䣍
ま
ず
は
医
科

の
当
番
医
師
が
診
察
い
た
し
ま
す
䣎 

な
お
䣍
診
療
所
職
員
へ
の
直
接
の
ご
連
絡
は
お
や

め
く
だ
さ
い
䣎 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

   
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
全
て

予
約
制
と
し
ま
す
䣎 

䣗
事
前
予
約
䣘
平
日
䣍
午
前
８
時
30
分
䦅
12
時
䣍

午
後
１
時
30
分
䦅
午
後
４
時
の
間
に
䣍
電
話
に
て

診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
䣎 

 

診
療
実
施
日
は
休
日
で
も
予
約
受
付
し
ま
す
䣎 

䣗
父
島
䣘䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
４
月
27
日
䥹
火
䥺
䦅
５
月
１
日
䥹
土
䥺 

午
前
９
時
䦅
12
時
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

 
 
 
 
[

注
䥽
４
月
29
日
は
休
診
で
す] 

䣗
母
島
䣘䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
４
月
24
日
䥹
土
䥺・
25
日
䥹
日
䥺 

午
前
９
時
䦅
12
時
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
䣎 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
䣍
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
䣎
そ
の
場
合
䣍
バ
イ
ク
・
車
の
運
転
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
䣎 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
䣎
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

  

䣗
父
島
䣘䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
４
月
13
日
䥹
火
䥺
䦅
19
日
䥹
月
䥺 

午
前
９
時
䦅
12
時
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

 
 
 
 
[

注
䥽
４
月
17･

18
日
は
休
診
で
す] 

䣗
母
島
䣘䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
４
月
11
日
䥹
日
䥺 

午
前
９
時
䦅
12
時
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

䣗
予
約
受
付
䣘
平
日
䥹
水
曜
日
を
除
く
䥺
午
後
１
時

30
分
䦅
午
後
５
時
の
間
に
䣍
電
話
に
て
診
療
所
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
䣎 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
全
て
予
約
制
で
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

       

育
児
学
級
䥹
親
子
ヨ
ガ
教
室
䥺䥹
父
島
䥺 

育
児
学
級
䥹
離
乳
食
䥺䥹
母
島
䥺 

䣗
重
要
䣘
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る 

お
知
ら
せ 

定
期
予
防
接
種
䥹
父
島
・
母
島
䥺 

小
笠
原
村
診
療
所
・
母
島
診
療
所
か
ら
の 

お
願
い 

眼
科
専
門
診
療 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 
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い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
１
を
開
講
し
ま
す
䣎 

䣗
対
象
者
䣘
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

䣗
日
程
䣘
火
・
木
曜
日
䥹
祝
祭
日
は
除
く
䥺 

䣗
持
ち
物
䣘
タ
オ
ル
䣍
運
動
に
適
し
た
服
装
䣍
飲
み

物
・
上
履
き
䥹
父
島
の
み
䥺 

◎
父
島 

䣗
時
間
䣘
午
前
９
時
30
分
䦅
11
時 

䣗
場
所
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階
大
会
議
室
䥹
予

定
䥺 

䣗
内
容
䣘
筋
力
の
維
持
増
進
䣍
関
節
可
動
域
の
維

持
䣍
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心
に
実

施
し
て
い
ま
す
䣎
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い

方
や
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で

す
䣎
ス
ポ
䤀
ツ
ウ
䣷
ル
ネ
ス
吹
矢
や
ボ
䣹
チ
䣺
等
䣍

楽
し
い
ニ
䣻
䤀
ス
ポ
䤀
ツ
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
䣎 

䣗
申
込
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
窓
口 

◎
母
島 

䣗
時
間
䣘
午
後
２
時
䦅
３
時
30
分 

䣗
場
所
䣘
母
島
支
所
大
広
間 

䣗
内
容
䣘 

䣑
火
曜
日
䣒
ウ
䣸
䤀
キ
ン
グ
中
心
に
ス
ト
レ
䣹
チ
等

楽
し
い
体
操
を
し
ま
す
䣎 

䣑
木
曜
日
䣒
椅
子
に
座
䣬
て
楽
し
く
で
き
る
体
操
を

中
心
に
䣍
転
倒
を
予
防
し
䣍
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
䣎 

䣗
申
込
䣘
母
島
支
所
窓
口
又
は
母
島
明
老
会 

●
問
合
せ
先 

父
島
明
老
会 

 

２―

３
９
１
１ 

母
島
明
老
会 

 

３―

７
３
７
３ 

        

  

４
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
䣎
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
䣍
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
䣍

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

※
䥹 

䥺
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
䣎 

                                

◎
八
丈
島
寄
港
便
の
寄
港
中
止 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
状
況
に
鑑

み
䣍
６
月
24
日
東
京
竹
芝
発
䦅
28
日
父
島
発
で
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
八
丈
島
寄
港
を
往
復
と
も
中
止

い
た
し
ま
す
䣎
こ
れ
に
伴
い
䣍
お
が
さ
わ
ら
丸
は
次

の
と
お
り
運
航
時
刻
を
変
更
い
た
し
ま
す
䣎 

変
更
前
䥽
東
京
発
24
日 

午
前
10
時
䦅  

 
 

父
島
着
25
日 

午
前
10
時
40
分 

 
 
 
 

父
島
発
28
日 

午
後
３
時
䦅 

 

東
京
着
29
日 

午
後
３
時
40
分 

 
 

変
更
後
䥽
東
京
発
24
日 

午
前
11
時
䦅 

 

父
島
着
25
日 

午
前
11
時 

 
 
 
 

父
島
発
28
日 

午
後
３
時
䦅 

 

東
京
着
29
日 

午
後
３
時 

ご
利
用
の
方
は
お
乗
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 

２―

２
１
１
１ 

   

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
䣎 

䣗
試
験
日
䣘
６
月
13
日
䥹
日
䥺 

䣗
申
込
期
間
䣘
４
月
26
日
䥹
月
䥺
䦅
５
月
13
日

䥹
木
䥺
ま
で 

䣗
受
験
料
䣘䥹
３
級
䥺
２
䥻
８
５
０
円 

 
 
 
 
 

䥹
２
級
䥺
４
䥻
７
２
０
円 

䣗
試
験
会
場
䣘
父
島
䥽
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室 

 
 
 
 
 
 

母
島
䥽
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

尚
䣍
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
䣺
ン
セ

ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
䣎
ご
了
承
願
い
ま

す
䣎 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

２―

２
６
６
６ 

     

南
島
は
父
島
の
南
西
沖
に
あ
る
無
人
島
で
あ
り
䣍

沈
水
カ
ル
ス
ト
地
形
と
植
物
が
織
り
成
す
小
笠
原
を

代
表
す
る
景
勝
地
で
す
䣎
さ
ら
に
䣍
カ
ツ
オ
ド
リ
や

ア
ナ
ド
リ
䣍
セ
グ
ロ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
と
い
䣬
た
海
鳥

の
繁
殖
地
と
し
て
も
重
要
な
場
所
で
す
䣎
昭
和
46

年
に
ノ
ヤ
ギ
が
根
絶
さ
れ
て
以
降
は
䣍
植
生
の
回
復

が
み
ら
れ
て
お
り
䣍
現
在
で
は
外
来
植
物
の
駆
除
䣍

海
鳥
の
卵
を
捕
食
す
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
へ
の
対
策
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
䣎 

こ
の
よ
う
な
南
島
の
状
況
に
つ
い
て
䣍
実
際
の
作

業
を
通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
深
く
知
䣬
て
い

た
だ
く
た
め
䣍
次
の
通
り
䣓
南
島
外
来
植
物
除
去
ボ

ラ
ン
テ
䣵
ア
䣔
の
募
集
を
行
い
ま
す
䣎 

䣗
日
時
䣘
４
月
29
日
䥹
木
・
祝
䥺 

 
 
 
 

午
前
９
時
䦅
午
後
３
時
頃 

※
天
候
・
海
況
不
良
に
よ
り
䣍
実
施
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
䣎 

䣗
集
合
・
解
散
場
所
䣘
青
灯
台 

䣗
募
集
人
数
䣘
20
名
程
度
䥹
事
前
申
込
制
䥺 

䣗
募
集
期
間
䣘
４
月
23
日
䥹
金
䥺
ま
で
䥹
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
䣎䥺 

䣗
応
募
資
格
䣘
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
対
策
と
し
て
䣍
帰
島
後
２
週
間
以
上
経
過
し
て
い

る
方 

䣗
内
容
䣘
南
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
除
草
作
業

䥹
２
時
間
程
度
䥺
と
生
き
物
観
察 

※
作
業
に
必
要
な
軍
手
等
は
貸
与
し
ま
す
䣎
靴
を
必

ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
䣎 

※
三
密
の
回
避
や
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
䣎 

         

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
１ 

南
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
の
募
集 

南島扇池 
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狂
犬
病
の
発
生
・
拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に

は
䣍
犬
の
飼
い
主
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
䣍
登
録
と

予
防
注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
䣎 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
䣍
次
の
こ

と
が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
䣎 

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
地
域
の
市
区
町
村
に
飼
い
犬

を
登
録
し
䣍
鑑
札
を
装
着
す
る
こ
と 

〇
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
䣍
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と 

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
方
や
愛
犬
と
と
も
に
転

入
さ
れ
た
方
は
䣍
村
役
場
で
登
録
も
し
く
は
所
在
地

変
更
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
䣎 

令
和
３
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
䣍
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
䣎
詳
細
に
つ
い
て
は
䣍
３
月
中

旬
に
送
付
し
た
䣓
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら

せ
䣔
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
日
時
䣘 

父
島
䪼䪶
月
15
日
䪮木
䪯午
前
䪺
時
30
分
䫻
12
時 

母
島
䪼䪶
月
22
日
䪮木
䪯午
前
10
時
䫻
12
時 

䣗
費
用
䣘
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
䥻
７
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
䥻
７
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

    

小
笠
原
諸
島
は
䣍
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
固
有
の

生
き
物
や
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
䣓
生
態
系
䣔
が
世
界

的
な
価
値
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
䣍
平
成
23
年

䥹
２
０
１
１
年
䥺
６
月
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
䣎 

 

令
和
３
年
は
䣍
世
界
自
然
遺
産
登
録
10
周
年
に

あ
た
る
節
目
の
年
で
す
䣎
小
笠
原
諸
島
の
貴
重
な
自

然
環
境
の
魅
力
を
広
く
知
䣬
て
い
た
だ
く
た
め
䣍

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
て
い
ま
す
䣎
そ
の
一

環
と
し
て
ロ
ゴ
マ
䤀
ク
が
完
成
し
ま
し
た
䣎 

 

進
化
と
変
化
を
続
け
る
小
笠
原
諸
島
に
は
䣍
世
界

的
な
価
値
を
持
つ
自
然
環
境
と
そ
れ
ら
を
後
世
䣍
暮

ら
し
へ
と
䣓
紡
ぐ
䣔
人
々
が
い
ま
す
䣎
こ
の
マ
䤀
ク

は
䣓
紡
ぐ
䣔
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
䣍
糸
車
を
か
た
ど
䣬

た
マ
イ
マ
イ
が
登
録
10
周
年
の
䣓
10
䣔
の
文
字
を

紡
ぎ
出
し
て
い
る
様
子
を
イ
メ
䤀
ジ
し
て
い
ま
す
䣎

ま
た
䣍
絡
み
合
䣬
た
糸
は
自
然
と
人
々
と
が
関
係
し

あ
䣬
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
䣎
文
字
の
部

分
に
は
䣍
波
䥹
ボ
ニ
ン
ブ
ル
䤀
䥺
と
ヒ
メ
ツ
バ
キ
の

花
䣍
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
䣍
マ
イ
マ
イ
䣍
オ
ガ

サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ
の
シ
ル
エ
䣹
ト
を
用
い
て
䣍
小
笠
原

の
多
様
な
自
然
を
表
現
し
ま
し
た
䣎
村
の
ホ
䤀
ム
ペ

䤀
ジ
で
取
り
扱
い
方
法
と
一
緒
に
公
表
し
て
い
ま

す
䣎
皆
様
に
も
ぜ
ひ
こ
の
マ
䤀
ク
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
䣍
一
緒
に
小
笠
原
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す 

                

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

    

  

小
笠
原
村
で
は
個
人
所
有
家
屋
の
シ
ロ
ア
リ
防
蟻

処
理
に
対
し
て
䣍
一
定
条
件
の
も
と
最
大
で
15
万

円
の
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
䣎 

ご
自
身
の
家
屋
を
守
る
た
め
に
も
奨
励
金
制
度
を

活
用
し
て
防
蟻
処
理
を
行
䣬
て
く
だ
さ
い
䣎 

対
象
と
な
る
家
屋
や
防
蟻
処
理
業
者
な
ど
の
交
付

要
件
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

    

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
兄
島
の
陸
産

貝
類
を
保
全
す
る
た
め
䣍
ヘ
リ
コ
プ
タ
䤀
を
使
䣬
た

殺
鼠
剤
の
空
中
散
布
作
業
を
䣍
３
月
16
日
䦅
25
日

の
間
に
実
施
し
ま
し
た
䣎 

前
回
の
平
成
28
年
８
月
と
同
様
に
䣍
今
回
も
徹

底
し
た
洋
上
回
収
体
制
を
組
み
䣍
洋
上
流
出
を
防
ぐ

対
策
を
取
り
ま
し
た
䣎
で
す
が
䣍
回
収
し
き
れ
な
か

䣬
た
殺
鼠
剤
の
入
䣬
た
パ
䣹
ク
が
䣍
父
島
の
海
岸
部

に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
䣎
緑
色
の

５
セ
ン
チ
メ
䤀
ト
ル
四
方
の
殺
鼠
剤
の
入
䣬
た
パ
䣹

ク
䥹
左
写
真
䥺
を
見
つ
け
た
場
合
は
環
境
省
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
䣎
ま
た
䣍
小
さ
な
お
子
様
や
ペ
䣹
ト

が
誤
食
し
な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
䣎 

    

       

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
䣍

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎 

※
本
件
の
詳
細
は
䣍
次
回
の
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン

タ
䤀
だ
よ
り
で
ご
紹
介
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２−

７
１
７
４ 

  

４
月
の
開
館
䥽
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
䦅
出
港
日

開
館
予
定 

開
館
時
間
䥽
午
前
８
時
30
分
䦅
午
後
５
時 

※
Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
等
に
つ
い
て
は
䣍
掲

示
板
の
ポ
ス
タ
䤀
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
䣍

人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
適
宜
行
䣬
て
い
ま

す
䣎
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
特
別
展
䣘 

■
本
館 

䣓
く
じ
ら
展 

リ
タ
䤀
ン
ズ
䦅
小
笠
原
の
海
の
大

き
な
仲
間
た
ち
䣔 

開
催
中 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
䥹
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
䥺䣍
マ
䣹
コ
ウ
ク

ジ
ラ
䥹
ハ
ク
ジ
ラ
䥺
の
違
い
䣍
大
き
さ
䣍
小
笠
原
海

域
で
の
最
近
の
鯨
類
の
報
告
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
䣎 

■
新
館 

 

 

䣓
小
笠
原
の
歴
史
写
真
展
䥹
仮
䥺䣔
４
月
30
日
開

催
予
定 

 

小
笠
原
の
歴
史
を
䣍
昔
と
今
の
写
真
と
と
も
に
振

り
返
る
展
示
に
な
り
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
䤀
セ
ン
タ
䤀 

 

２―

３
０
０
１ 

    

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
10
周
年
と
ロ
ゴ

マ
䤀
ク
完
成
の
お
知
ら
せ 

令
和
３
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
犬
の

登
録 

小笠原諸島世界自然遺産１０周年ロゴマーク 

シ
ロ
ア
リ
防
蟻
処
理
の
奨
励
金 

ヘ
リ
コ
プ
タ
䤀
を
使
䣬
た
兄
島
で
の
殺

鼠
剤
の
空
中
散
布
に
つ
い
て 

ビ
ジ
タ
䤀
セ
ン
タ
䤀
の
お
知
ら
せ 
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国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
䣍
先
月
同
様
䣍
講
習
資
料
等
を
配
付
し

各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
䣍
ア
ン
ケ
䤀

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
䣬
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
䣎 

つ
き
ま
し
て
は
䣍
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
䣍

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
䣍
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
講
習

申
込
み
締
切
日
ま
で
に
䣍
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
䣎 

１ 

村
民
で
レ
ク
リ
エ
䤀
シ
䣼
ン
目
的
で
指
定
ル
䤀

ト
を
利
用
さ
れ
る
方
䥹
村
民
レ
ク
簡
易
講
習
䥺 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
䤀
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
䣎
指
定
ル
䤀
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
䣍
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

䣓
年
間
パ
ス
䣔
の
携
行
が
必
要
で
す
䣎 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
䥹
調
査
研
究
簡
易
講
習
䥺 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
䣍
調
査
・
研

究
䣍
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
䣍
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
䣎 

※
１
䣍
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
䣎

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
䣍
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
䣎 

※
１
䣍
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま

す
䣎 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
䤀
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
䣎 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

䣗
締
切
日
䣘
４
月
27
日
䥹
火
䥺 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
䤀 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３ 

   

千
尋
岩
指
定
ル
䤀
ト
は
䣍
観
光
利
用
を
中
心
に
利

用
頻
度
の
高
い
歩
道
で
す
䣎
小
笠
原
諸
島
で
は
䣍
各

所
で
外
来
植
物
の
駆
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
䣍
こ

の
ル
䤀
ト
沿
い
に
も
オ
オ
バ
ナ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
や
ホ

ナ
ガ
ソ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
外
来
植
物
が
分
布
し
て

い
ま
す
䣎 

 
村
民
の
皆
様
に
こ
れ
ら
外
来
植
物
の
除
去
作
業
を

通
じ
て
小
笠
原
ら
し
い
自
然
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
生
態
系
の
修
復
事
業
等
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
䣍
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
を
募
集
し

ま
す
䣎 

な
お
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一

環
と
し
ま
し
て
感
染
症
予
防
対
策
の
徹
底
に
ご
協
力

願
い
ま
す
䣎
ま
た
䣍
帰
島
後
２
週
間
以
内
の
方
の
参

加
希
望
者
は
ご
辞
退
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
願

い
ま
す
䣎 

䣗
日
時
䣘
５
月
15
日
䥹
土
䥺 

午
前
10
時
䦅
午
後
４
時
ご
ろ 

䣗
集
合
場
所
䣘
小
港
駐
車
場 

䣗
実
施
内
容
䣘
千
尋
岩
指
定
ル
䤀
ト
周
辺
な
ど
䥹
外

来
の
草
の
抜
取
り
䣍
除
去
し
た
草
の
運
搬
・
搬
出
䣍

指
定
ル
䤀
ト
の
散
策
な
ど
䣎䥺 

䣗
募
集
人
員
䣘
先
着
20
名
程
度 

䣗
応
募
資
格
䣘
小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方
䥹
山

域
で
の
屋
外
作
業
で
す
の
で
䣍
あ
る
程
度
の
体
力
が

必
要
で
す
䣎䥺 

䣗
募
集
期
間
䣘
４
月
２
日
䥹
金
䥺
䦅
27
日
䥹
火
䥺

※
平
日
の
み 

䣗
そ
の
他
䣘
当
日
䣍
帽
子
䣍
作
業
用
手
袋
䣍
タ
オ

ル
䣍
お
弁
当
䣍
飲
料
等
は
䣍
各
自
ご
持
参
願
い
ま

す
䣎 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
䤀 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２―

３
４
０
３ 

   

春
は
陸
鳥
の
繁
殖
シ
䤀
ズ
ン
で
す
！ 

上
手
に
飛
べ
ず
䣍
弱
々
し
く
歩
い
て
い
る
ヒ
ナ
を

見
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
䣍
た
い
て
い
近
く
に

親
鳥
が
い
ま
す
䣎
巣
立
ち
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
親

鳥
と
一
緒
に
行
動
し
䣍
餌
の
と
り
方
や
敵
か
ら
の
身

の
守
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
䣎 

子
育
て
の
邪
魔
を
し
な
い
た
め
に
も
䣍
ヒ
ナ
を
拾

䣬
て
保
護
し
な
い
で
下
さ
い
䣎
間
違
䣬
て
保
護
し
て

し
ま
う
と
䣍
親
鳥
の
元
に
返
せ
な
く
な
り
䣍
野
生
の

世
界
に
戻
れ
な
く
な
䣬
て
し
ま
い
ま
す
䣎
道
路
で
見

か
け
た
と
き
は
近
く
の
木
の
上
な
ど
安
全
な
場
所
に

移
し
䣍
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
䣯
う
䣎 

ま
だ
羽
毛
が
生
え
そ
ろ
䣬
て
い
な
い
ヒ
ナ
が
地
面

に
い
た
ら
䣍
近
く
の
巣
に
戻
し
て
あ
げ
ま
し
䣯
う
䣎

近
く
に
巣
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
な
ど
は
䣍
次
の
連

絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先  

 

Ｉ
Ｂ
Ｏ
鳥
獣
レ
ス
キ
䣻
䤀 

䥹
父
島
䥺
０
８
０―

２
０
３
５―

８
０
７
８ 

䥹
母
島
䥺
０
８
０―

８
４
９
７―

３
７
６
４ 

小
笠
原
支
庁
産
業
課        

２―

２
１
２
５ 

        

  

海
洋
セ
ン
タ
䤀
だ
よ
り 

そ
の
239 

 

―

春
の
海
で―

 

 

太
陽
の
陽
が
暖
か
く
降
り
注
ぐ
日
々
が
続
き
䣍
島

は
春
の
陽
気
で
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
䣬
て
き
ま

し
た
䣎
し
か
し
海
水
の
温
度
は
ま
だ
低
め
䣎
潜
る

と
䣍
水
の
冷
た
さ
が
じ
ん
わ
り
と
肌
に
伝
わ
䣬
て
き

ま
す
䣎 

 

そ
ん
な
小
笠
原
の
海
で
は
今
䣍
至
る
と
こ
ろ
で
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
交
尾
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
䣎
海
水

の
温
度
が
徐
々
に
上
が
䣬
て
く
る
こ
の
頃
䣍
成
熟
し

た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
繁
殖
・
産
卵
の
た
め
に
小
笠
原

へ
来
遊
し
ま
す
䣎
海
で
オ
ス
と
メ
ス
が
出
会
う
と
䣍

オ
ス
は
メ
ス
の
周
り
を
泳
ぎ
回
り
な
が
ら
求
愛
行
動

を
と
り
ま
す
䣎
そ
の
後
䣍
機
会
を
見
計
ら
䣬
て
メ
ス

の
甲
羅
に
乗
り
か
か
り
䣍
交
尾
が
始
ま
り
ま
す
䣎
こ

の
時
䣍
オ
ス
は
メ
ス
を
離
さ
な
い
よ
う
䣍
前
肢
に
発

達
し
た
カ
ギ
状
の
爪
を
引
䣬
掛
け
て
体
を
固
定
し
ま

す
䣎
時
に
別
の
オ
ス
が
や
䣬
て
く
る
こ
と
が
あ
り
䣍

次
に
交
尾
す
る
機
会
を
う
か
が
䣬
て
ペ
ア
の
周
辺
を

泳
ぎ
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
䣎
メ
ス
は
複
数
の
オ
ス

と
交
尾
を
し
て
䣍
５
月
頃
䥹
早
い
と
４
月
中
旬
頃
か

ら
䥺
か
ら
始
ま
る
産
卵
に
備
え
ま
す
䣎 

交
尾
の
様
子
は
水
中
の
他
䣍
水
面
で
も
浮
か
び
な

が
ら
行
わ
れ
る
た
め
䣍
浜
辺
や
船
の
上
な
ど
か
ら
䣍

そ
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎
も
し
海

を
眺
め
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
䣍
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

の
命
の
営
み
を
䣍
是
非
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
䣎 

村
民
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

䣵
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
䣎
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
䤀 ２―

２
８
３
０ 

䥹
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
䤀
ラ
ス
テ
䣵
ン
グ
・
ネ
イ

チ
䣺
䤀) 

ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ 

 
https://bonin-ocean.net 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
䥹
父
島
・
母
島
䥺 

千
尋
岩
ル
䤀
ト
外
来
種
除
去
ボ
ラ
ン
テ

䣵
ア
の
募
集 

ヒ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い 
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䣓
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
／
自
主
ル
䤀
ル
遵
守

の
お
願
い
䣔 

 

新
年
度
を
迎
え
る
春
の
季
節
に
な
り
䣍
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
シ
䤀
ズ
ン
も
い
よ
い
よ
終
盤
に
差
し
掛
か
䣬
て

き
ま
し
た
䣎
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
䣍
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
䣍
毎
年
12
月
か
ら
翌
年

５
月
に
か
け
て
䣍
ウ
䣷
ザ
䤀
ス
テ
䤀
シ
䣼
ン
展
望
台

か
ら
毎
朝
30
分
間
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま

す
䣎
今
月
も
引
き
続
き
䣍
こ
こ
ま
で
の
途
中
経
過
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
䣎 

                     

12
月
後
半
か
ら
１
月
後
半
ま
で
は
過
去
２
シ
䤀

ズ
ン
の
平
均
発
見
頭
数
を
少
し
上
回
る
形
で
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
し
た
が
䣍
２
月
前
半
は
発
見
頭
数

の
増
え
方
が
緩
や
か
に
な
り
䣍
２
月
後
半
に
来
遊
ピ

䤀
ク
が
来
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
䣎
シ
䤀
ズ
ン
後
半

と
な
る
３
月
に
入
る
と
少
し
発
見
頭
数
が
減
少
し
ま

し
た
が
䣍
昨
シ
䤀
ズ
ン
と
同
様
に
３
月
前
半
は
平
均

20
頭
を
超
え
る
値
を
記
録
し
ま
し
た
䣎 

４
月
に
入
り
䣍
ク
ジ
ラ
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
北
の
海

に
旅
立
つ
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
䣍
ま
だ
ま
だ
ウ
䣸

䣹
チ
ン
グ
の
シ
䤀
ズ
ン
で
す
䣎
新
年
度
か
ら
新
し
く

小
笠
原
に
移
住
さ
れ
た
皆
様
も
䣍
ぜ
ひ
ウ
䣸
䣹
チ
ン

グ
ツ
ア
䤀
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
䣯
う
か
䣎

ウ
䣷
ザ
䤀
ス
テ
䤀
シ
䣼
ン
展
望
台
や
母
島
の
鮫
䣿
崎

展
望
台
か
ら
の
陸
上
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
も
お
す
す
め
で

す
䣎 

 

䣗
ホ
エ
䤀
ル
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
自
主
ル
䤀
ル
遵
守
の
お

願
い
䣘 

毎
年
５
月
ま
で
は
䣍
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時
期

と
な
り
ま
す
䣎
ボ
䤀
ト
や
カ
ヤ
䣹
ク
等
で
の
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
の
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
に
あ
た
り
䣍
村
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
䣍
改
め
て
次
に
掲
げ
る
自
主
ル

䤀
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
䣎 

 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
䤀
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
䣎 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
䤀
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
䣎 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
䣎 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
䤀
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
䣍
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状
態

と
し
䣍
進
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の
行
動

を
と
る
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
䤀
ル

ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
協
会  

 
 
 
 

２
䤀
３
２
１
５ 

        

マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
七
十
二
貝
䣓
復
刻
・
マ
イ
マ
イ
の
マ
キ
䣔 

  

マ
イ
マ
イ
を
描
い
て
み
よ
う
䣎
簡
単
な
イ
ラ
ス
ト

で
構
わ
な
い
䣎
紙
と
鉛
筆
が
な
け
れ
ば
砂
浜
を
キ
䣺

ン
バ
ス
に
・
・
・
え
？
こ
の
く
だ
り
䣍
前
に
も
や
䣬

た
？ そ

う
䣍
何
を
隠
そ
う
第
五
貝
の
コ
ピ
ペ
で
あ
る
䣎

手
抜
き
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
䣎
何
せ
も
う
第
七

十
二
貝
䣍
年
数
に
し
て
六
年
だ
䣎
そ
れ
だ
け
続
け
て

い
れ
ば
ネ
タ
も
尽
き
よ
う
䣎 

と
い
う
訳
で
お
さ
ら
い
と
な
る
が
䣍
マ
イ
マ
イ
の

殻
の
巻
き
に
は
方
向
が
あ
る
䣎
渦
の
中
心
か
ら
外
側

へ
時
計
回
り
に
巻
く
の
が
䣓
右
巻
き
䣔
だ
䣎
そ
し

て
䣍
小
笠
原
に
は
右
巻
き
の
種
類
し
か
い
な
い
䣎
そ

の
理
由
は
交
尾
の
都
合
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
䣍
ま
䣧

言
䣬
て
し
ま
え
ば
偶
然
だ
䣎
現
に
䣍
母
島
の
一
部
の

地
域
で
は
極
ま
れ
に
左
巻
き
の
コ
ガ
ネ
カ
タ
マ
イ
マ

イ
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
䣎
左
巻
き
の
遺
伝
子
は

小
笠
原
に
も
確
か
に
存
在
し
て
い
て
䣍
遠
い
未
来
に

左
巻
き
の
種
類
が
誕
生
す
る
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な

い
䣎
と
は
い
え
䣍
現
状
䣍
左
巻
き
の
マ
イ
マ
イ
の
絵

を
掲
げ
て
䣓
小
笠
原
の
固
有
マ
イ
マ
イ
で
す
䣔
と
主

張
し
て
も
䣍
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
䣎 

今
回
は
ど
う
し
て
も
そ
の
こ
と
を
再
び
周
知
し
た

か
䣬
た
䣎
何
故
な
ら
今
年
は
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
十
周
年
䣎
記
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材料（一人分） 

◇豆苗 40ｇ（1/2 袋） ◇合い挽き肉 50ｇ 

◇焼肉のたれ 大さじ 1  ◇キムチ 40ｇ 

◇ごはん 150ｇ（1 膳） ◇卵黄 1 個 

作り方 

① 豆苗は根元を切り、水洗いをする。  

② 耐熱皿に、豆苗、合い挽き肉の順にのせ、軽くラップし

600W で 2 分加熱する 

③ ②の肉をほぐして、焼肉のたれをかけ、600Ｗで 1 分 

加熱する。 

④ 器にごはん、③、キムチを盛り付け、仕上げに卵黄をの

せて完成。 

簡単・おいしい！おすすめ野菜レシピ 

レシピ協力：小笠原村医療課 髙石管理栄養士 

                                 

                                 

                                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

クジラの伝言板 

小笠原村郷土料理“ダンプレン” 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：野菜が体にいいことはわかっているんだけど、ついつい面倒で・・・  

保健師：島野菜がおいしい季節です。セロリー、きゅうりに味噌マヨネーズをつけて食べるとおいしい

ですよ。  

クジラ：あっ、それならボクにも簡単にできそう。  

保健師：できることからやってみましょう。 

具だくさんスープだと野菜がたくさんとれますよ。ダンプレンにも挑戦してみてください！ 

―村民課福祉係Ü 

  ―第２５４号― 

 

厚生労働省によれば１日に必要な野菜の摂取量は 350ｇですが、小笠原村で１日に野菜を 350ｇ以上食べている

人の割合は、男性が 25.9％、女性が 29.9％です。（平成 28 年東京都民の健康・栄養調査） 

野菜は「健康にいい」と理解していても、「忙しくて調理がたいへん」「一人暮らしだし買っても食べきれない」

ということはありませんか。野菜をおいしく食べるコツをお伝えします。 

また、小笠原村では、令和２年度からの３年間、栄養改善や健康づくりに関係する各機関とともに子どもから高齢

者まで、「野菜をとろう！」をテーマとして、様々な取り組みを実施しています。 

手軽に！おいしく野菜を食べよう。 

Q１日の野菜摂取量の目安はどのくらい？ 

１日に必要な野菜の摂取量は３５０ｇ＝７０ｇの野菜×５皿です。 

 ７０ｇの野菜の目安は…おひたしやサラダなどの小皿や小鉢一皿分に相当します。 

            野菜だと、ピーマン小２個、玉ねぎ 1/4 個、アスパラガス３本、小松菜２株、トマト 1/2 個 

            がそれぞれ 70ｇ相当です。 

野菜摂取量を効率的に増やす６つのコツ 

① かさを減らして食べやすくする。キャベツ、白菜などは蒸

す、煮る、炒めるなどで食べやすくなります。 

② みそ汁、なべ物など汁物に加えて食べやすくする。 

旬の野菜、きのこがたくさんとれます。 

③ 簡単調理で食べやすくする。野菜を電子レンジを使って加熱

熱しドレッシングをかければ温野菜サラダの出来上がり！ 

 

④ 冷凍野菜を上手に取り入れる。日持ちや量を気にせず使えます。 

⑤ 日持ちするおかずをつくる。休みの日にきんぴらごぼう、切り

干し大根などを作り置きすれば忙しい日にも野菜がとれます。 

⑥ 外食・お弁当で野菜が多いメニューを選ぶ。ラーメンならタン

メンや五目うま煮そばで、野菜がたっぷりとれます。 

また、なるべく野菜のおかずが多く 

入ったお弁当を選びましょう。 

材料（一人分） 

◇鶏もも肉 20ｇ   ◇じゃがいも 1/6 個 ◇にんじん 1/10 本 

◇きゃべつ  1/2 枚 ◇セロリー   1 切   ◇水 120ml  

◇塩・こしょう・ベーキングパウダー 少々    ◇小麦粉  大さじ 1  

◇水 小さじ 1◇コンソメ 1/4 片◇おろしにんにく・しょうが各 1ｃｍ 

作り方 

① 鶏肉、野菜は一口大に切っておく。  

② 鍋に水 120ml、おろしにんにく・しょうが、①、 

コンソメを入れ火にかける。 

③ 小麦粉、ベーキングパウダー、水小さじ 1 を混ぜ、スプーンで丸めて 

②におとす。 

④ だんごが浮いてきたら、塩、こしょうで味を整えて完成。 

彩りあざやか“三色丼” 



地域振興に係る補助事業の募集（第１回）（～23日）

価格等縦覧帳の縦覧（～5/31）

小笠原交通少年団員の募集（～３０日）

定期予防接種（母島）
千尋岩ルート外来種除去ボランティアの募集（～27日） 入港日

入港日

育児学級（親子ヨガ教室）（父島）

出港日　

乳幼児健診・歯科健診（母島）

母島巡回労働相談

出港日　

春の全国交通安全運動（～15日）

通学路における一斉取り締まり 育児学級（離乳食）（母島）

狂犬病予防集合注射（母島）

定期予防接種（父島） 入港日

南島外来植物除去ボランティアの募集〆切

電話による無料法律相談/東京三弁護士会による法律相談（母島）

東京三弁護士会による法律相談（父島）

眼科専門診療（母島）（～25日）

入港日 母島小中学校　日曜学校公開

交通安全キャンペーン（少年団活動）

産科・婦人科専門診療（母島） 出港日　

日商簿記検定申込期間（～5/6）

眼科専門診療（父島）（～5/1）
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会について（父島・母島）申込〆切

出港日　

産科・婦人科専門診療（父島）（～19日）

村民相談 南島外来植物除去ボランティア

行政相談所の開設

管下一斉「ＳＴＯＰ！横断歩道」キャンペーン

乳幼児健診・歯科健診（父島） 　　　　　　入出港日

育児学級（離乳食）予約〆切（母島） 小笠原村緊急生活支援金3月分の申告期限

狂犬病予防集合注射（父島）

30 金15 木

水 29 木

28 水

14

13 火

27 火12 月

日 26 月

25 日

11

10 土

金 24 土

23 金

9

8 木

水 22 木

21 水

7

火

6 火

5 月 20

4 日 19 月

3 土 18 日

金 17 土

16 金

2

1 木

日付曜日 行　事　予　定日付曜日 行　事　予　定

昭和の日


